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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株 

感
染
拡
大

市
独
自
の
緊
急
対
策
を
宣
言

家
族
ぐ
る
み
で
の
予
防
を
願
い
ま
す



　

追
加
接
種
を
前
倒
し

　
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
追
加
接
種（
３
回
目
の
接
種
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
追
加
接
種
は
、
64
歳
以
下
の
人

で
も
２
回
目
接
種
か
ら
６
カ
月
経

過
後
に
接
種
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
接
種
券
の
発
送
お
よ
び
予

約
の
割
当
作
業
を
前
倒
し
て
行

い
、
接
種
券
を
順
次
郵
送
し
て
い

ま
す
。

　
た
だ
し
、
２
回
目
接
種
か
ら
６

カ
月
よ
り
短
い
間
隔
で
接
種
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
接
種
券
の
郵
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
市
で
は
、
少
し
で
も
早
く
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
追
加

接
種
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
接
種
券
お
よ

び
予
約
確
定
書
の
郵
送
は
、
接
種

日
の
間
近
に
な
り
ま
す
。
発
送
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
２
回
目
の
接

種
場
所
（
市
内
・
市
外
）
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

　
書
類
の
到
着
ま
で
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

市
内
で
２
回
目
接
種
を
し
た
人

　
３
回
目
接
種
日
を
指
定
し
た
接

種
券
を
、
下
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
順
次
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
量
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
予
約
の
変
更
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
外
で
２
回
目
接
種
を
し
た
人

　
２
回
目
接
種
日
か
ら
お
お
む
ね

６
カ
月
経
過
を
目
安
に
郵
送
し
ま

す
。
市
外
（
ま
た
は
市
内
）
の
医

療
機
関
で
予
約
を
す
る
際
、
接
種

券
の
券
番
号
の
下
に
２
回
目
接
種

日
か
ら
６
カ
月
経
過
後
の
日
付
が

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

日
付
以
降
の
期
日
で
予
約
し
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
羽
島
市
が
接
種
券
を
発
送
し
ま

す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
市
役
所
１
階
の
窓
口
31
～
33
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　　
厚
生
労
働
省
で
は
、
５
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
接
種
で
き

る
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
小
児
用
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

薬
事
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
５
歳
以
上
11
歳
以
下

の
小
児
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
開
始
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
接
種
は
強
制
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
保
護
者
と
お
子
さ
ま

で
よ
く
話
し
合
い
、
効
果
や
副
反

応
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
接

種
を
す
る
か
し
な
い
か
の
判
断
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

先
行
接
種
の
対
象

〇 

12
歳
以
上
に
使
用
す
る
大
人
用

の
ワ
ク
チ
ン
と
の
誤
接
種
を
防

ぐ
た
め
、
11
歳
の
人
を
先
行
し

　
て
接
種
し
ま
す
。

〇 

重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ

れ
る
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人

（
５
歳
か
ら
10
歳
ま
で
）
も
優

先
し
て
接
種
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
国
か
ら
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
全
て
の
自
治
体
で

３
回
目
接
種
を
前
倒
し
で
で
き
る

量
が
供
給
さ
れ
る
に
は
時
間
を
要

し
ま
す
。

　
羽
島
市
へ
の
供
給
は
着
実
に
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２
月
13
日
が
期
限
と
な
っ
て
い
た

岐
阜
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
区
域
の
指
定
の
延
長
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

期
間
は
３
月
６
日
ま
で
と
さ

れ
、
県
内
全
て
の
飲
食
店
を
対
象

に
し
て
い
る
「
営
業
時
間
を
午
後

８
時
ま
で
に
短
縮
す
る
こ
と
」「
酒

類
を
提
供
し
な
い
こ
と
」
や
、「
不

要
不
急
の
都
道
府
県
間
の
移
動
は

極
力
回
避
す
る
こ
と
」「
イ
ベ
ン

ト
等
の
参
加
人
数
を
規
模
に
応
じ

て
制
限
す
る
こ
と
」
等
の
各
種
要

請
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　　
県
内
他
市
町
村
と
同
様
に
、
１

月
に
入
る
と
羽
島
市
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
を
さ
れ
る

人
が
急
増
し
、
２
月
も
そ
の
勢
い

は
続
き
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
が
発
表
す
る
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
１
月
22
日
か
ら
28
日
ま

で
羽
島
市
は
１
９
４
人
の
方
が
新

規
で
陽
性
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

数
値
を
人
口
10
万
人
当
た
り
で
換

算
す
る
と
、
羽
島
市
は
２
９
５
人

と
な
り
、
県
の
平
均
値
２
３
２
人

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
下
の
グ
ラ
フ
が
表
し
て
い
る
と

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
市
内
で
急
速
に
広
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
岐
阜
県
は
、
家
庭
内
で
の
感
染

拡
大
を
防
ぎ
、
症
状
の
急
変
に
対

応
す
る
た
め
「
自
宅
療
養
ゼ
ロ
」

を
掲
げ
て
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
感
染
者
の
急
増
に

伴
っ
て
宿
泊
療
養
施
設
が
逼
迫
。

昨
年
８
月
の
「
第
５
波
」
の
流
行

期
と
同
様
に
、
重
症
化
リ
ス
ク
の

低
い
若
年
層
で
、
無
症
状
や
軽
症

の
患
者
を
対
象
と
し
た
自
宅
療
養

の
施
策
を
１
月
22
日
か
ら
再
開
し

て
い
ま
す
。

　
自
宅
療
養
者
に
対
し
て
は
、
県

と
岐
阜
市
、
看
護
協
会
で
組
織
す

る
「
自
宅
療
養
者
支
援
チ
ー
ム
」

が
体
調
を
定
期
的
に
確
認
し
、
血

液
中
の
酸
素
濃
度
を
測
る
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
や
体
温
計
、
食

料
品
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

羽
島
市
か
ら
も
保
健
師
を
派
遣

し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
１
月
26
日
に
「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
宣
言
」
を

発
出
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
施
設
の
感
染
防
止
対
策
を
強
化

公
共
施
設

　

基
本
的
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
、
体
調
管
理
の
徹
底
、
消
毒
の

徹
底
、食
事
時
間
の
分
散
、黙
食
、

個
食
の
徹
底

市
民
病
院

　
外
来
者
の
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク

着
用
の
徹
底
、
入
院
患
者
の
マ
ス

ク
着
用
、
職
員
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
着
用

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

　
給
食
時
の
黙
食
の
徹
底
、
食
後

の
歯
磨
き
の
自
粛
、
１
日
２
回
の

消
毒
の
徹
底

〇
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知

　
「
必
ず
守
る
５
か
条
の
カ
ー
ド
」

を
作
成
・
配
布
、
市
役
所
庁
舎
４

階
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
注
意
喚

起
、窓
口
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に「
感

染
防
止
対
策
強
化
中
」
を
表
示

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

３
月
６
日
ま
で
延
長

羽
島
市
の
陽
性
者
数

県
平
均
を
上
回
る

宿
泊
療
養
施
設
が
逼
迫

自
宅
療
養
を
再
開

新型コロナ 市内でも感染が急拡大　
　市内でもコロナ感染症に罹患をされる人が急増しており、2 月 16 日に
は 64 人が新たに陽性となりました。1 月は 40 歳代以下の割合が多かっ
たですが、現在は乳幼児から高齢者まで、全年齢層で感染が広がっていま
す。手指消毒やマスクの着用など、感染症対策を再度徹底しましょう。

市長メッセージ
発出中

　スマートフォンとマイナン
バーカードがあれば簡単に取
得できます。接種証明書を発
行後、追加でワクチンを接種
した場合は再度証明書の発行
手続きを行ってください。

２
回
目
接
種
後
に
市
へ
転
入
し
た
人

ま
た
は

職
域
接
種
で
接
種
券
が
必
要
な
人

　

５
歳
以
上
11
歳
以
下

　

小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

2 回目接種
接種した日

65 歳以上
集団

65 歳以上
個別

64 歳以下
集団

64 歳以下
個別

6 月 6 日～ 7 月 31 日 発送済み 発送済み 発送済み 発送済み

8 月 1 日～ 9 月 11 日 発送済み 発送済み 発送済み 発送済み

9 月 12 日～ 10 月 23 日 3 月 11 日 3 月 16 日

10 月 24 日～ 　2 回目接種から 6 ケ月経過を目安に発送
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市
独
自
の
宣
言
を
発
出

予
防
啓
発
を
徹
底

羽島市 HP
申請フォーム

市内で 2回目接種をした人　3回目接種券等の発送スケジュール

小児ワクチン
案内

　

市
へ
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

　

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す

３
回
目
の
接
種　

前
倒
し
で
進
む

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

問
い
合
わ
せ
先

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
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2/91/261/1212/2912/1512/111/1711/310/2010/69/229/88/258/117/287/14

一週間当たりの新規陽性者数（羽島市内）

・1 月に入り感染が急拡大
・乳幼児から高齢者まで
  全年齢層で罹患者が発生

（人）

（R3）

ワクチン
接種証明アプリ
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休
日
窓
口
を
オ
ー
プ
ン　

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
は
、
就
職
や
入
学
な
ど
で
住

所
変
更
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
に
休
日
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
が
、
転
入
・
転
出
な
ど
の
窓

口
手
続
き
で
来
庁
さ
れ
る
人
の
利

便
性
向
上
と
待
ち
時
間
の
緩
和
を

目
的
に
、
年
度
始
め
の
休
日
窓
口

の
開
設
日
を
変
更
し
ま
す
。

　
４
月
は
、
休
日
窓
口
の
開
設
日

を
第
２
日
曜
日
か
ら
第
１
日
曜
日

に
変
更
し
ま
す
。
年
度
末
・
年
度

始
め
の
休
日
窓
口
は
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

業
務
の
内
容

　
取
り
扱
う
業
務
の
内
容
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
平
日
の
開
庁
日
と
は
異

な
り
、
休
日
窓
口
で
は
取
り
扱
い

で
き
な
い
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

内
容
を
ご
確
認
の
上
、
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

○
休
日
窓
口
の
開
設

総
合
政
策
課
（
内
線
２
３
４
５
）

○
各
業
務
の
内
容

市
民
課
（
内
線
２
２
９
２
）、
保

険
年
金
課
（
内
線
２
２
６
２
）、

税
務
課
（
内
線
２
２
３
２
）、
収

納
課
（
内
線
２
２
４
２
）

市民課
（内線 2292）

〇住民票の写しの交付
〇戸籍抄本・謄本の写しの交付
〇出生・婚姻・死亡届などの受付
〇転入・転出届の受付
〇印鑑登録および印鑑証明書の交付
　（印鑑登録手帳が必要）
〇個人番号カードの交付（要事前予約）

保
険
年
金
課

国民健康保険・
後期高齢者医療
（内線 2262・
2263・2267）

○転入・転出・出生など住民票の異動
　に伴う届出の受付
○高額療養費・療養費・出産育児一時　　
　金・葬祭費などの支給申請の受付
○他の社会保険との資格変更の手続き
○後期高齢者医療保険料の納付の受付

福祉医療・児童手当
（内線 2265）

○福祉医療の受給者証の交付
○福祉医療の支給申請の受付
○児童手当の認定請求の受付

国民年金
（内線 2264）

〇転入・転出（海外）の住民票異動に
　伴う届出の受付
○厚生年金との資格異動手続きの受付
○国民年金保険料の免除申請の受付

税務課
（内線 2232）

○市県民税・固定資産税・軽自動車税
　などの納税証明書の発行
○課税証明・所得証明・評価証明・事　
　業所証明などの証明書の発行　

収納課
（内線 2242）

○市税の納税相談
○市税の納付の受付

休日窓口で取り扱う業務 ※届出等の内容に関して確認が必
要なときは、後日対応になります。

年度末・年度始めの休日窓口

日曜日も市役所開庁
転入・転出、年金などご利用を

3 月 13 日・27 日
4 月 3 日・24 日

次の「日曜日」に開設
午前 8 時 30 分～正午生涯学習部門を市長部局へ

4 月に市民協働部を設置
　地域づくりの視点を取り入れた総合的な施策を素早く立
案・実行するため、教育委員会で事務を行っている社会教
育、文化、スポーツの分野を市長部局に移管します。

　教育委員会は多種多様な課題が山積する学校教育に専念
できるよう環境・組織・人材を整備し、学校教育の充実強
化を図ります。

現状組織と移管後のイメージ

教育政策課（仮称）
教育委員会の開催、学校施設管理、
新たな教育政策の展開

学校教育課
学校指導、教職員人事、ICT 推進、
家庭教育支援、PTA 支援、
幼児教育の充実
・市立学校
・西部幼稚園
・給食センター
・教育支援センター

生涯学習課
社会教育、自己学習、家庭教育支援、
PTA 支援、文化振興、文化財保護

スポーツ推進課
スポーツ推進、健康づくり、スポーツ施設維持管理

教育総務課
教育委員会の開催、学校施設管理

学校教育課
学校指導、教職員人事、ICT 推進

市民協働課（企画部）

住民自治組織、まちづくり、男女共同参画、国際交流
・コミュニティセンター
・福寿地域交流センター

・不二竹鼻町屋ギャラリー
・不二羽島文化センター・中央公民館
・図書館
・歴史民俗資料館・映画資料館

・弓道場、柔剣道道場
・運動公園
・堤外運動場

・市立学校
・西部幼稚園
・給食センター
・教育支援センター

市長部局

教育委員会事務局

市民協働課
住民自治組織、まちづくり、男女共同参画、国際交流、
全世代共生まちづくりの推進

・コミュニティセンター
・福寿地域交流センター

生涯学習課
社会教育、自己学習、文化振興、文化財保護、
地域づくり型生涯学習の実践

スポーツ推進課
スポーツ推進、健康づくり、スポーツ施設維持管理、
地域別スポーツイベントの開催

・不二竹鼻町屋ギャラリー
・不二羽島文化センター・中央公民館
・図書館
・歴史民俗資料館・映画資料館

・弓道場、柔剣道道場
・運動公園
・堤外運動場

市長部局 市民協働部

教育委員会事務局

問い合わせ先　職員課（内線 2373）
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下
水
道
が
新
た
に
供
用
開
始
さ
れ
る
区

域
は
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
が
賦

課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担
金
は
、
財
源
負

担
の
公
平
性
か
ら
、
下
水
道
整
備
に
よ
り

利
益
を
受
け
る
人
に
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
４
月
中
旬
に
、
区
域
内
に
土
地
を
所
有

す
る
人
へ「
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
経
営
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
益
者
負
担
金
は
土
地
の
面
積
1
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
４
０
円
で
す
。
納
付

方
法
は
一
括
納
付
と
分
割
納
付
が
あ
り
、

一
括
納
付
の
場
合
は
報
奨
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
納
付
書
は
7
月
に
各
家
庭
へ
送
付

し
ま
す
。

　

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
る
区
域
で

は
、
し
尿
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
は
遅

滞
な
く
、
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場

合
は
3
年
以
内
の
下
水
道
接
続
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
接
続
に
伴
う
排
水
設
備
工
事
は
、
市
下

水
道
指
定
工
事
店
で
施
工
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
保
全
の
た

め
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

経
営
課
（
内
線
２
１
６

２
）

　
大
相
撲
の
初
場
所
で
御
嶽
海
（
出
羽
海

部
屋
）
が
優
勝
し
大
関
に
昇
進
。
江
戸
時

代
の
雷
電
以
来
の
大
関
で
長
野
が
沸
く
。

か
つ
て
の
勤
務
地
・
諏
訪
市
の
諏
訪
大
社

に
雷
電
の
像
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
羽
島
と
大
相
撲
の
関
わ
り
は
？

　
私
が
羽
島
通
信
部
に
い
た
こ
ろ
、
名
古

屋
場
所
後
の
巡
業
〈
羽
島
場
所
〉
で
羽
島

の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
羽
島
市
民

会
館
が
会
場
。県
出
身
の
恵
那
櫻
を
取
材
、

先
輩
の
飛
騨
乃
花
を
先
に
取
材
す
る
よ
う

促
さ
れ
た
。
も
う
35
年
も
前
の
こ
と
。
羽

島
出
身
の
力
士
は
？　
コ
ラ
ム
を
書
こ
う

と
調
べ
て
驚
い
た
。「
羽
島
山
」。
旧
桑
原

村
（
桑
原
町
）
出
身
。
十
両
優
勝
１
回
。

関
脇
で
大
関
を
嘱
望
さ
れ
た
。
1
９
４
０

～
50
年
代
に
活
躍
、
御
嶽
海
と
同
じ
出
羽

海
部
屋
。
豪
快
な
取
り
口
を
み
せ
た
。
左

膝
の
関
節
が
横
に
ず
れ
自
転
車
の
チ
ュ
ー

ブ
で
固
定
し
た
。
並
々
な
ら
ぬ
闘
志
。
2

０
１
１
年
、
89
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
当
時
は
存
命
中
。
知
っ
て
い
れ
ば
き
っ

と
取
材
し
た
。
チ
ュ
ー
ブ
を
し
て
場
所
を

務
め
る「
相
撲
魂
」を
活
字
に
残
し
た
か
っ

た
。
取
材
の
不
十
分
さ
を
今
、
恥
じ
る
。
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下
水
道
事
業

負
担
金
の
納
付

下
水
道
の
接
続

正
木
町
の
一
部
で
供
用
開
始

　
4
月
か
ら
左
図
の
赤
色
区
域
で
新
た
に
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
り
ま
す
。
令
和
4
年

度
か
ら
の
供
用
開
始
区
域
は
10
・
09
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
市
全
体
の
供
用
面
積
は
１
０
３
2
・

35
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

水 紋
羽島山

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　

正木町の一部

羽島中学校

正木小学校

2022.3　広報はしま7

　

　
　

　

消
費
者
被
害
に
注
意

　
民
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
18

歳
に
な
り
ま
す
。
成
年
に
達
す
る

と
、
自
分
の
意
思
で
契
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
親
権
者
な

ど
の
保
護
者
の
同
意
が
な
い
契
約

を
原
則
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
「
未
成
年
者
取
消
」
が
適

用
さ
れ
な
く
な
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
契
約
内
容
等
を
理
解
し
な
い
ま

ま
契
約
を
締
結
す
る
と
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
18
歳
は
狙
わ
れ
る

　
社
会
経
験
に
乏
し
く
、
契
約
に

対
す
る
意
識
が
低
い
新
成
年
は
、

悪
質
業
者
に
と
っ
て
絶
好
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
す
。「
簡
単
に
儲
か
る
」

等
の
「
う
ま
い
話
」
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

市美術展（少年の部）入賞者
　新型コロナの感染拡大により展示会は中止となりまし
たが、作品の審査は予定どおり行われました。上位入賞
者は次の皆さんです。（敬称略）

【図画工作・美術】市展賞＝上𠮷早苗（中島中 2）
市長賞＝川路恵麻（足近小 1）、石川大登（竹鼻小 2）、
中山奏絵（桑原学園 3）、岩田賢右（正木小 4）、岩澤彪
翔（正木小 5）、星野瑠美奈（小熊小 6）、水野葵天（羽
島中 1）、尾方咲星（竹鼻中 2）島部瞳子（竹鼻中 3）

【書写】市展賞＝江﨑絢美（羽島中 3）
市長賞＝青山優香（中島小 1）、森彩羽（竹鼻小 2）、山
田桃花（中央小 3）、前野和香（中央小 4）、奥平真央（桑
原学園5）、横井咲絢（桑原学園6）、田中唯翔（桑原学園7）、
奥西真子（竹鼻中 2）、河嶋あおい（中島中 3）

【特別支援学級】優秀賞＝石森麻希（中島中 1）
【特別支援学校】優秀賞＝山下主道（羽島特別支援学校
中学部 2）

画　上𠮷早苗さん

書　
江
﨑
絢
美
さ
ん

市霊柩車の運行
4 月から廃止

　市の霊柩自動車運行事
業を 3 月 31 日（木）をもっ
て終了します。長年にわ
たり実施してきましたが、
行政サービスの必要性の
観点から見直しをさせて
いただきました。
　４月からは、民間事業
者による霊柩自動車をご
利用ください。
問い合わせ先
環境事業課（内線 2192）

成年年齢 引き下げ

18歳
「権利」と「責任」

契約内容は必ず確認 契約は簡単に取消できない うまい話にはリスクがある

消費活動は計画的に マルチ商法の加害者になる場合も メリットを強調した広告に注意

ネット通販はクーリングオフ不可 カード類は貸し借りしない

商品の購入で契約を
結ぶ際は、内容や料
金、解約方法を確認

18 歳になると未成年
者取消が適用されず、
契約後の取消が不可

リスクのない投資は
存在しない。簡単に
儲かる話には注意

収入に見合った支出
を。安易な借金やカー
ドの使いすぎには注意

情報商材等の勧誘は、
トラブルが拡大する
おそれがあります

広告を信用して購入し
たが効果がなく、逆に
被害に遭うことも

ネットでの買い物は、
返品についての記載
を事前に確認

貸し借り以外に画像
撮影、暗証番号を伝
えるのも NG

困ったときは
　　消費者ホットラインへ
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令
和
3
年
10
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
に
対
応
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
備
え
た
パ
ソ
コ
ン
で
登
録
で
き
ま
す
。

市
役
所
で
も
登
録
で
き
ま
す
の
で
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り
機
器

を
設
置
し
て
い
る
医
療
機
関
等
で
利
用
で

き
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
は
、
従
来
ど
お
り
加
入
者

全
員
に
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
場
合
で
も
、
加

入
し
て
い
る
保
険
が
変
更
と
な
っ
た
際

は
、
市
役
所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
２
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
（
９
５
）
０
１
７

８
マイナンバーカードが

健康保険証に

利用前に登録を

マイナンバーカードマイナンバーカードがが

健康保険証健康保険証にに

利用前利用前にに登録登録をを

　
羽
島
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、パ
ー
ソ
ナ
ル
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、行
政
の
幅
広
い
分
野
（
31
項
目
）

の
う
ち
、
子
育
て
や
福
祉
、
健
康
な
ど
、

興
味
の
あ
る
分
野
を
事
前
に
選
択
す
る
こ

と
で
、
関
連
し
た
情
報
だ
け
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
機
能
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
情
報
が
次
々
に
届
き
、
自

分
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
見
逃
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
パ
ー

ソ
ナ
ル
配
信
に
よ
り
、
欲
し
い
情
報
を
確

実
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
設
定
は
メ
ニ
ュ
ー
の
受
診
設
定
か
ら
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
設
定
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
、
登
録
者
全
員
に
配
信
し

て
い
る
内
容
の
み
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
必
要
な
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
受
診
設
定
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
（
内
線
２

３
２
２
）
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市公式 LINE に機能追加
公共施設の予約システム

　市公式 LINE アカウントに、不二羽島文化センターとスポーツ
施設の予約システムへのリンク等を実装しました。市内メニュー
に追加された「施設予約」から、市内施設の空き状況の確認や、
仮予約ができるなど、オンラインで手続きができます。
　不二羽島文化センターの施設予約システムは、2 月 18 日から
公開されています。
　また、新たに「電子申請」も追加。子育て、介護、水道等の電
子申請が可能な一覧が確認でき、そのまま申請画面に移ることが
できます。
　機能が増えた市公式 LINE アカウントを友だち登録して、ぜひ
ご活用ください。

市内向けメニュー

受
信
設
定
はお

済
み
で
す
か

市 LINE 公式
アカウント
友だち追加

　　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
が
抱
え

る
重
要
課
題
や
、
市
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
が
大
き
い
事
柄
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
問

題
意
識
を
共
有
し
た
上
で
意
見
交

換
を
行
う
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
４
年
間
に
わ
た
り
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
が
抱
え
る
課
題

を
正
確
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
市
政
の
見
え
る
化
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
市

政
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え

る
意
識
を
高
め
て
行
動
変
容
を
促

す「
出
張
！
自
分
ご
と
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策　

動
画
で
公
開

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
実
施
対

象
と
な
る
各
種
会
合
等
の
開
催
が

困
難
な
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
職
員
が
各
テ
ー
マ

に
つ
い
て
説
明
す
る
動
画
を
、
市

公
式
Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
動
画
は
、
テ
ー
マ
の

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
S
D
G
s
の
達
成
や
全
世
代

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
来
年
度
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー
を
市

が
開
催
し
て
い
る
「
出
前
講
座
」

の
メ
ニ
ュ
ー
に
包
含
し
、
講
座
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
協
働
課（
内
線
２
３
１
３
）

　
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て「
は
し
マ
イ
ス
タ
ー
」に
認
定

さ
れ
て
い
る
岩
田
善
之
さ
ん
は
、

テ
キ
ス
タ
イ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
（
竹
鼻
町
）
に
常
駐
し
、
来

館
す
る
ア
パ
レ
ル
関
係
者
の
素
材

相
談
等
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
岩
田
さ
ん
の
最
近
の

活
躍
（
後
継
者
育
成
）
を
紹
介
し

ま
す
。

　　
マ
テ
セ
ン・ス
ク
ー
ル
と
は
、尾

州
産
地
（
羽
島
市
・
一
宮
市
等
を

中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
る
毛
織
物

の
産
地
）
の
繊
維
関
係
の
企
業
で

働
く
若
手
従
業
員
や
、
産
地
内
の

企
業
に
就
職
を
志
す
学
生
な
ど
、

次
世
代
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
に
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
岩
田
さ
ん
も

講
師
と
し
て
、
自
身
の
卓
越
し
た

知
識
や
経
験
を
伝
え
て
い
ま
す
。

【
参
加
者
の
声
】

　
「
マ
テ
セ
ン・ス
ク
ー
ル
は
、
研

修
と
言
う
よ
り
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

実
践
に
近
い
学
習
で
、
自
分
の
好

き
な
生
地
の
製
作
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
企
画
し
、
思
い
を
形
に
で
き

る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。」

　
尾
州
産
地
の
生
地
は
、
欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
で
数
多
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
は
し
マ
イ
ス
タ
ー

と
し
て
尾
州
産
地
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
し
な
が
ら
後
継
者
の
指
導

に
も
あ
た
っ
て
い
る
岩
田
さ
ん
。

今
後
も
幅
広
い
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
秘
書
広
報
課（
内
線
２
３
２
２
）

コ
ロ
ナ
禍
の
取
り
組
み

「
出
張
！
自
分
ご
と
セ
ミ
ナ
ー
」　
動
画
で
公
開
中

2022.3　広報はしま9

公開中の動画　テーマ一覧
新時代の広報
　～ SNS の利活用～
　市公式 LINE の「パーソナル配信」機能など
を紹介します。設定を行うと、幅広い分野の情
報のうち「欲しい情報だけ」を受信できます。
問い合わせ先　秘書広報課（内線 2322）
　　　　　　　危機管理課（内線 5102）　

環境にやさしい生活を
　～脱炭素社会の実現～
　ごみの減量や再利用および再資源化をはじめ、
廃棄物の適正処理など、持続的に取り組むべき
具体的な事例として「３きり運動」を紹介します。
問い合わせ先　生活環境課（内線 2122）
　　　　　　　環境事業課（内線 2192）

いきいきとした暮らしを
　～介護予防～
　少しでも長く健康寿命を延ばしていくために
は、介護予防に取り組むことが重要です。市が
実施している各種教室の内容を紹介します。
問い合わせ先　高齢福祉課（内線 2556）

健幸な生活を
　～生活習慣の改善～
　羽島市は、メタボ該当者の割合が県内ワース
ト 1 位で、血圧が高い人も多いです。生活習慣
の改善方法を紹介します。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5303）

マ
テ
セ
ン
・
ス
ク
ー
ル

知
識
や
経
験
を
継
承

世
界
に
誇
れ
る
尾
州
産
地

尾州産地の後継者育成

テキスタイル
　　　デザイナー

岩田 善之 さん

「はしマイスター」

長谷虎紡績（江吉良町）の若手社員に
知識や経験を伝える岩田さん



　
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
で
親
等
を
亡
く

し
た
遺
児
が
健
や
か
に
成
長
し
、
勉
学
に

励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
激
励
金
を

支
給
し
ま
す
。
交
通
遺
児
・
犯
罪
被
害
遺

児
の
届
出
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
激
励
金
の
金
額
は
、
年
齢
や
就
学
状
況

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安
全
課
（
内
線
２

１
５
２
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
満
額
の
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
万

が
一
の
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
保
険
料
は
、
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
て
く
だ
さ
い
。納
付
が
困
難
な
人
は
、

免
除
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ

れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料

が
未
納
の
人
へ
の
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
納
付
案
内
等
を
、
株
式
会
社

バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
に
委
託
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１
・
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
自
己

の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
他
の
土
地
・
家

屋
の
価
格
を
帳
簿
の
縦
覧
で
比
較
す
る
こ

と
に
よ
り
、
価
格
が
適
正
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
～
５
月
２
日（
土・

日
・
祝
日
を
除
く
）

※
本
人
確
認
書
類
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
（
委
任
を
受
け
た
人
の
み
縦
覧
可
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
自
己

の
土
地
・
家
屋
に
関
す
る
課
税
台
帳
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
縦
覧
期
間
中
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。
縦

覧
期
間
以
外
の
閲
覧
と
課
税
台
帳
の
写
し

の
交
付
は
有
料
で
す
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産
税

係
（
内
線
２
２
３
５
）　

　

治
療
に
対
す
る
助
成
の
申
請
期
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
不
妊
治
療
の
申
請
期
限　
令
和
３
年

３
月
か
ら
４
年
２
月
ま
で
の
実
施
分
は
、

３
月
31
日
㈭
ま
で
。

特
定
不
妊
治
療
の
申
請
期
限　
令
和
３
年

４
月
か
ら
４
年
１
月
ま
で
の
治
療
終
了
分

は
、
終
了
日
か
ら
３
カ
月
以
内
で
３
月
31

日
㈭
ま
で
。
令
和
４
年
２
月
か
ら
３
月
ま

で
の
治
療
終
了
分
は
、４
月
28
日
㈭
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
す
る
こ
と
が
難

し
い
市
立
学
校
の
児
童・生
徒
を
対
象
に
、

学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
学
校
の
先
生
ま
た
は
学
校

教
育
課
☎
（
３
９
３
）
４
６
７
４
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
料
は
、
市
民
税
の
課
税
状
況

な
ど
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
市
民
税

が
確
定
す
る
ま
で
の
間
は
、
仮
算
定
に
よ

り
保
険
料
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
本
算
定
は
６
月
に
行
い
、
年
額
が
確
定

し
た
後
、
残
る
納
期
の
保
険
料
額
は
仮
算

定
分
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　
仮
算
定
の
対
象
月
と
保
険
料
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

対
象
月　
４
・
６
・
８
月

保
険
料
額　
令
和
4
年
２
月
納
付
額
と
同

額
※
仮
算
定
額
が
著
し
く
高
い
、
も
し
く

は
低
い
人
は
、
６
・
８
月
で
調
整
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
等
）
の
人

対
象
月　
４
月

保
険
料
額　
令
和
3
年
度
の
保
険
料
段
階

と
同
段
階
の
保
険
料
年
額
に
当
て
は
め
、

そ
れ
を
期
割
し
た
額
※
仮
算
定
の
納
入
通

知
書
お
よ
び
納
付
書
は
４
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）

　
今
年
度
の
市
の
健
幸
ポ
イ
ン
ト
は
、
３

月
末
ま
で
た
め
ら
れ
ま
す
。
６
ポ
イ
ン
ト

た
ま
っ
た
人
は
、
４
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

子
育
て
・
健
幸
課
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
素
敵
な
商

品
が
も
ら
え
ま
す
。

　
応
募
に
は
、
健
診
（
検
診
）
に
よ
る
ポ

イ
ン
ト
が
１
ポ
イ
ン
ト
以
上
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
４
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
生
活
環

境
の
変
化
や
経
済
問
題
な
ど
か
ら
、
こ
こ

ろ
の
健
康
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
や
不
安
が
積
み
重
な
り
、
こ
こ
ろ

の
不
調
を
感
じ
た
時
に
は
、
早
め
に
身
近

な
人
や
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
身
近
な
人
に
「
口
数
が
減
り
元

気
が
な
い
」、「
孤
立
し
て
い
る
」
等
の
サ

イ
ン
が
あ
る
場
合
は
、
話
を
聞
い
た
り
、

専
門
機
関
に
つ
な
い
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
28
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
（
紫
色
）
は
、
３
月
31
日
㈭
で

有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
３
月
下
旬
に

新
し
い
受
給
者
証
（
水
色
）
を
郵
送
し
ま

す
。
※
重
度
心
身
障
害
者
お
よ
び
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
を

除
き
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
を
病
院

等
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
効
期

限
が
切
れ
た
受
給
者
証
は
、
廃
棄
す
る
か

保
険
年
金
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
福
祉
医
療

手
当
係
（
内
線
２
２
６
５
）

　
大
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
無
料

で
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
学
習
を
支

援
し
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
校

お
よ
び
義
務
教
育
学
校
の
児
童
・
生
徒

場
所　
大
日
堂
・
八
幡
公
民
館
（
竹
鼻
町

飯
柄
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
☎
０
８
０
（
９
１
１
４
）

２
１
２
７

新
し
い
認
定
基
準　

　

４
月
１
日
か
ら
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
の

「
眼
の
障
害
」
の
認
定
基
準
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

① 

視
力
障
害
の
認
定
基
準
を
「
両
眼
の
視

力
の
和
」か
ら「
良
い
方
の
眼
の
視
力
」

に
変
更

② 

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
の
ほ
か
、
自

動
視
野
計
に
基
づ
く
認
定
基
準
を
規
定

※ 

特
別
障
害
者
手
当
は
視
覚
障
害
（
視
力

障
害
お
よ
び
視
野
障
害
）
の
み
で
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
の
開
始
時
期

　
新
し
い
認
定
基
準
に
よ
る
請
求
は
、
４

月
以
降
行
え
ま
す
。
４
月
末
ま
で
に
請
求

し
基
準
に
該
当
し
た
場
合
は
、
５
月
分
か

ら
支
給
し
ま
す
。
請
求
に
は
診
断
書
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
作
成
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
該
当
し
て
い
た
人
が
該
当
し
な
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
５
）

　　
市
内
に
子
ど
も
・
多
世
代
交
流
食
堂
を

開
設
す
る
団
体
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
要
件　
①
５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た

団
体
②
月
１
回
以
上
継
続
的
に
食
事
の
提

供
を
行
う
こ
と
③
利
用
料
金
が
無
料
ま
た

は
実
費
負
担

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
の
額
（
年
額
上
限
５
万
円
、
最
長
３

年
間
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸

課
（
内
線
２
５
２
４
）

　
企
業
に
就
職
し
た
り
、
扶
養
家
族
に
認

定
さ
れ
た
り
し
た
場
合
や
、
他
の
市
町
村

に
転
出
し
て
保
険
が
切
り
替
わ
る
こ
と
で

資
格
喪
失
し
た
場
合
は
、
羽
島
市
が
交
付

し
た
国
民
健
康
保
険
証
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
企
業
等
か
ら
新
た
な
保
険
証
が
交
付
さ

れ
る
ま
で
で
あ
っ
て
も
、
羽
島
市
国
民
健

康
保
険
証
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
就
職
後
や
転
出
後
に
使
用
す
る
と
、
医

療
機
関
が
引
き
続
き
市
の
国
民
健
康
保
険

へ
診
療
費
を
請
求
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
診
療
費
を
受

診
者
が
羽
島
市
の
国
民
健
康
保
険
へ
返
納

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
返
納
後
は
、
受
診
時
に
加
入
の
社
会
保

険
や
他
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
な
ど
に

請
求
す
る
こ
と
で
、
払
い
戻
し
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
羽
島
市
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
を
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
保
険
年
金

課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
喪
失
の
届
出
に
必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
証
、
社
会
保
険
等
の
保

険
証（
加
入
者
全
員
分
）、本
人
確
認
書
類
、

個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
医
療
保
険

係
（
内
線
２
２
６
２
）

　
３
月
は
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限

は
３
月
31
日
㈭
で
す
。

3
月
の

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

3 月 13 日 ( 日 )・27 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分～正午 ( 市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

新
し
い
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
乳
幼
児
等
）
の
交
付

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
・

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

保
険
の
切
替
日
か
ら

市
国
民
健
康
保
険
証
は
使
用
不
可

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

税
・
料
の
納
付

子
ど
も
・
多
世
代
交
流
食
堂
補
助
金

10

固
定
資
産
税
帳
簿
の
縦
覧

交
通
遺
児
・
犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金

就
学
の
た
め
の
学
用
品
費
を
援
助

介
護
保
険
料
の
仮
算
定

健
幸
ポ
イ
ン
ト
応
募
締
め
切
り

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

眼
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
人

手
当
の
認
定
基
準
を
改
正



自衛官等募集　　　　問い合わせ先　自衛隊岐阜地方協力本部岐阜募集案内所☎（383）5118

公務員合同説明会
期　　日　3 月 19 日（土）・20日（日）
時　　間　午前 10 時～午後 3 時（時間内入退室自由）
場　　所　羽島市民会館第 3 会議室
参加団体　自衛隊岐阜地方協力本部、岐阜羽島警察署、
　　　　　海上保安庁第 4 管区海上保安本部（資料配布のみ）

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
10
組　
●
日
時
＝
３
月

17
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15

分　
●
場
所
＝
資
源
物
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　
●
申
込

期
限
＝
３
月
14
日
㈪　

国
際
交
流
協
会
会
員
の
募
集

　
市
民
の
国
際
交
流
・
国
際
理
解

を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
会
員
特
典
＝
協
会
主
催
事
業

（
各
種
国
際
理
解
講
座
・
講
演
会
・

イ
ベ
ン
ト
等
）
へ
の
優
先
的
な
参

加
、
機
関
紙
で
の
情
報
提
供
等　

●
期
間
＝
4
月
1
日
か
ら
1
年
間　

●
年
会
費
＝
個
人
会
員
一
口
２
０

０
０
円
、
学
生
会
員
一
口
１
０
０

０
円
、
法
人
・
団
体
会
員
一
口
1

万
円
、
特
別
会
員
（
研
修
・
就
業

等
で
在
留
す
る
外
国
人
）
無
料

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
協

働
課
内
・
内
線
２
３
１
２
）
へ

◇
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
6
時

（
３
月
27
日
～
４
月
６
日
は
午
前

9
時
か
ら
開
館
）

◇
休
館
日
＝
3
月
7
日
㈪
・
14
日

㈪
・
22
日
㈫
・
28
日
㈪
、
4
月
4

日
㈪

は
し
ま
電
子
図
書
館

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
電
子
書
籍
の
貸
出
・
閲
覧
・

返
却
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
昔
の
く
ら
し
と
道
具
展

～
羽
島
高
等
学
校
１
０
０
年
の
歴

史
～
」

●
期
間
＝
３
月
13
日
㈰
ま
で

映
画
の
集
い
「
夢
千
代
日
記
」

●
日
時
＝
３
月
12
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

※
入
館
料
の
み
で
、
各
上
映
30
人

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
羽
島
か
ら

見
る
星
空
展
」
竹
鼻
町　

松
下
友

幸
さ
ん

●
期
間
＝
３
月
21
日
㈪
ま
で

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
３
月
７
日
㈪
・
14
日

㈪
・
22
日
㈫
・
28
日
㈪
、
4
月
4

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

　

土
地
や
建
物
の
価
格
、
売
買
、

交
換
、
賃
貸
借
な
ど
に
関
す
る
相

談
に
不
動
産
鑑
定
士
が
応
じ
ま

す
。

●
日
時
＝
４
月
１
日
㈮
午
前
９
時

30
分
～
正
午
（
１
週
間
前
ま
で
に

要
予
約
） 　
●
場
所
＝
市
民
総
合

相
談
室　
●
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
は
、
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
（
２
０
１
）
２
４
１
１
へ

　
令
和
４
年
度
に
市
内
小
学
校
お

よ
び
義
務
教
育
学
校
に
入
学
ま
た

は
令
和
３
年
度
に
市
内
中
学
校
お

よ
び
義
務
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象
に
、

文
具
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
申
請
・
配
布
日
時
＝
３
月
26
日

㈯
・
27
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４

時　
●
場
所
＝
福
祉
ふ
れ
あ
い
会

館
2
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム　

●
持
ち
物
＝
印
鑑
、
生
徒
手
帳
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
証
な
ど
ひ

と
り
親
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
も
の　
●
詳
し
く
は
、
市
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
☎
０
８
０
（
５

２
９
７
）
７
０
０
４
へ

●
活
動
内
容
＝
年
５
回
の
例
会

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、ゲ
ー

ム
指
導
）、
各
種
研
修
会　

●
資

格
＝
新
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生

ま
で　
●
費
用
＝
入
会
金
４
０
０

円
、
年
会
費
１
０
０
０
円　
●
詳

し
く
は
、
市
子
ど
も
会
育
成
協
議

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・
内

線
６
１
３
５
）
へ

 

図
書
館

 

不
動
産
に
関
す
る
相
談

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

 

国
際
交
流
協
会
の
催
し ガイド

  月の

そ
の
他

♨今月の羽島温泉の休館日　3 月 5 日 ( 土 )・15 日 ( 火 )・25 日 ( 金 )

3
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催

し
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ひ
と
り
親
家
庭
小
学
校
入
学
・

 

中
学
校
卒
業
お
祝
い
事
業 

 

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

 

会
員
募
集

岐阜県警察官募集（令和 5 年 4 月 1 日採用）

採用人数　（男性）50 人程度（女性）15 人程度（情報技術）若干人
受付期間　3 月 1 日～ 4 月 7 日
１次試験　5 月 8 日（日）に岐阜市で実施
試験資格　 昭和62年4月2日以降に生まれた、大学（短大を除く）

を卒業または令和 5 年 3 月 31 日までに卒業見込み
の人

※詳しくは、岐阜県警察ホームページをご確認ください。
問い合わせ先　岐阜羽島警察署　☎（387）0110

濃尾大花火 取り止め
　羽島市と一宮市境を流れる木曽川河畔で毎年
8 月 14 日に開催される濃尾大花火の開催取り
止めが決まりました。
　濃尾大花火は 1993 年から開催され、尾張の
花火では最大級の 20 号玉が打ち上げられる市
の夏の風物詩でした。
　これまで市花火大会実行委員会では、県警察
本部や市消防本部の指導のもと、安全な大会運
営に努めてきましたが、事故が発生しかねない
観覧者の滞留や、花火の燃え殻が観覧エリアに
落下するなど、安全面での課題がありました。
また、新型コロナの影響も重なり、大会の継続
が困難であると判断されました。
　同実行委員会に残った金銭は、新型コロナ終
息後の代替イベント開催等を目的とした観光振
興のため、市へ寄付されます。
問い合わせ先　市花火大会実行委員会事務局
　　　　　　　（商工観光課内・内線 2615）

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

幹部候補生

一般・飛行 22 歳以上 26 歳未満

3 月 1 日～ 4 月 14 日 4 月 23 日（土）・24 日（日）歯科 20 歳以上 30 歳未満

薬剤科 20 歳以上 28 歳未満

一般曹候補生
18 歳以上 33 歳未満

3 月 1 日～ 5 月 10 日 5 月 20 日～ 29 日
（指定する 1 日）

自衛官候補生 年間を通じて 受付時にお知らせ

予備自衛官補
一般 18 歳以上 34 歳未満

4 月 8 日（金）まで 4 月 11 日～ 17 日
（指定する 1 日）

技能 18 歳以上
（国家資格保有者）

自衛官等採用制度説明会（予約制）
　随時、制度説明会を実施しています。日程調整を
行いますので、参加希望者は自衛隊岐阜地方協力本
部へお問い合わせください。

　
令
和
3
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
申
告
等
が

困
難
な
人
は
、
3
月
16
日
か
ら
4
月
15
日

ま
で
の
間
、
下
の
記
載
例
の
と
お
り
申
告

書
に
延
長
申
請
を
明
記
す
る
こ
と
で
、
申

告
・
納
付
期
限
の
延
長
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
3
月
16
日
以
降
の

羽
島
市
へ
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
提
出

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
、
郵
送
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
告
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
（
内
線
２
３
３

７
）

　羽島市民会館での受付は 3 月 15 日（火）までです。16 日（水）以降の市県民税申告は、
市役所 1 階税務課または郵送で受付します。

確
定
申
告　

市
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

所得税申告書の記載例



　3 月 13 日に開催を予定していた定期演奏会は、下の日程に延
期します。チケットを購入済みの人は、手元のチケットで入場
できます。
公演延期日時　4 月 24 日 (日) 午後 2 時～

　文化・芸術・音楽等に興味のある人、ボランティア活動に関
心のある人、文化センターで一緒に活動しませんか。
活動内容
・主催公演時のチケットもぎり・客席案内・入場整理
・ランチタイムコンサートの会場準備・司会進行・客席案内
・「七夕」・「クリスマス」飾り等の企画立案・実施
・「おもてなしスタッフ」としての資質向上研修
参加資格
劇場サポーター　各種サポート活動および毎週第 3 木曜日（午
後 7 時 30 分～）の月例会に出席できる満 20 歳以上で健康な人
ジュニアサポーター　各種サポート活動および毎週第３日曜日

（午後 2 時～）の月例会に出席できる小学 4 年生から 20 歳未満
の学生で健康な人
申し込み方法　申込書に必要事項を記入し、3 月 25 日 ( 金 ) 午
後 5 時までに文化センターへ提出（郵送可）

　成年年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられることに伴い、
マイナンバーカードやパスポートの有効期間が変更されます。

マイナンバーカード
申請受付日が 4月 1日より前
　20 歳以上の人は有効期間 10 年、20 歳未満の人は 5 年
申請受付日が 4 月 1 日以降
　18 歳以上の人は有効期間 10 年、18 歳未満の人は 5 年

パスポート
4 月 1 日より前
　有効期限 10 年の発給等を申請できるのは 20 歳以上
4 月 1 日以降
　有効期限 10 年の発給等を申請できるのは 18 歳以上
問い合わせ先　市民課（内線 2294）

information+

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。

相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

雇用保険マルチジョブホルダー制度

　令和4年より、複数の事業所で勤務する65歳以
上の労働者が、そのうち2つの事業所での勤務を合
計して所定の要件を満たす場合、雇用保険の被保
険者となることができる「雇用保険マルチジョブ
ホルダー制度」が新設されました。
　被保険者になるには、労働者本人がハローワー
クに申し出る必要があります。事業主は、労働者
から申し出があった場合、手続きに必要な証明を
行う等の対応を行ってください。申し出を行った
ことを理由として、解雇や雇止め等の不利益な取
り扱いを行うことは法律で禁止されています。
　詳しくは、ハローワーク岐阜へお問い合わせく
ださい。
問い合わせ先　ハローワーク岐阜☎（247）3211

文化センター合唱団定期演奏会 延期
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成年年齢引き下げ　更新期間にも影響

4 年度 劇場サポーター・ジュニアサポーター
ボランティアスタッフ募集

休館日　3 月 1 日（火）・8 日（火）・15 日（火）・22 日（火）・29 日（火）

種別 相談日 時間
行政相談 4 月 7 日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 3 月 9 日・25 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 3 月 7 日、4 月 4 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 3 月18 日、4 月1日 13：00~16：00

人権相談 3 月10 日 13：00~16：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 4 月 6 日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 3 月16 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 3 月 23 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 3 月15 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

不動産鑑定士相談
（予約制） 4 月1日 9：30~12：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
「
核
兵
器
は
防
衛
目
的
で
、
戦
争
を
回
避

す
る
た
め
に
所
有
す
る
。
軍
事
衝
突
を
防
ぐ

た
め
、
2
国
間
、
多
国
間
の
外
交
的
取
り
組

み
を
継
続
す
る
」。

　
以
上
が
、先
ご
ろ
発
表
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に

よ
る
核
軍
縮
に
向
け
た
共
同
声
明
の
骨
子
で

す
。

　
し
か
し
、
核
保
有
国
間
は
不
信
感
が
あ
ふ

れ
、
軍
備
拡
大
の
勢
い
が
顕
著
で
す
。
過
激

な
争
い
は
、
宇
宙
分
野
や
サ
イ
バ
ー
空
間
で

も
発
生
。
い
つ
何
時
、
危
機
的
事
態
が
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
国

と
台
湾
と
の
軍
事
的
緊
張
の
高
ま
り
は
、
代

表
的
な
事
例
で
す
。

　
上
述
の
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
５
カ

国
声
明
は
、
抽
象
的
な
内
容
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
１
９
８
５
年
、
米
ソ
の
共
同
声
明

で
は
「
核
戦
争
に
勝
者
は
お
ら
ず
、
決
し
て

戦
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

北
朝
鮮
等
が
、
相
次
い
で
核
実
験
を
強
行
。

中
国
は
、
核
戦
力
を
含
め
た
軍
備
を
急
拡
大

し
、
周
辺
諸
国
に
圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
、
核
兵
器
の
使
用
を
禁
止
す

る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
発
効
。
非
核
保

有
国
か
ら
の
使
用
禁
止
の
圧
力
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
核
保
有
国
は
、
共
同
声
明
を
き
っ

か
け
に
、
進
ん
で
核
軍
縮
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。
究
極
の
目
的
が
、
核
兵

器
の
廃
絶
に
あ
る
こ
と
は
、
言
を
ま
ち
ま
せ

ん
。

　
本
来
、
核
保
有
国
と
非
保
有
国
が
一
堂
に

会
す
る
「
核
拡
散
防
止
条
約
再
検
討
会
議
」

が
、
１
月
４
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か

れ
る
予
定
で
し
た
。
同
会
議
で
は
、
核
保
有

国
は
軍
縮
交
渉
を
誠
実
に
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
冒
頭
の
共
同
声
明
も
、
５
カ
国
に
よ
り
事

前
調
整
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
再
検
討
会
議
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
の
前
回
会
議
で
は
、
核
保
有
国

と
非
保
有
国
と
が
対
立
。
合
意
文
書
の
採
択

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
開
催
さ
れ

る
会
議
で
は
、
危
険
な
国
際
情
勢
が
新
た
な

紛
争
を
巻
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
参
加
国
が

危
機
感
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
を
切
望
し
ま

す
。

　
同
会
議
に
お
い
て
、
日
本
の
発
言
や
役
割

は
各
国
か
ら
注
目
を
浴
び
ま
す
。
我
が
国

が
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
か
ら
で
す
。
総

理
に
は
、
対
立
の
懸
念
が
あ
る
核
保
有
国
と

非
保
有
国
の
橋
渡
し
を
、
世
界
平
和
の
思
い

を
込
め
て
務
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
羽
島
市
で
は
、
平
成
9
年
1
月
「
平
和
都

市
宣
言
」
を
市
議
会
で
制
定
。
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
、
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
有
志
の

方
々
に
よ
る
写
真
展
を
、
不
二
羽
島
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
い
て
き
ま
し
た
。
中
島
中
学
校

の
校
庭
に
は
、
奇
跡
の
生
命
力
を
示
し
た
被

爆
ア
オ
ギ
リ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
90
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
核
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
う
」



期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

3 月 6 日
(日)

あまきクリニック（竹鼻町）
☎（394）1278

たけはな歯科（竹鼻町）
☎（391）2122

3 月 13 日
(日)

羽島皮膚科・内科（竹鼻町）
☎（392）1226

高田歯科医院（竹鼻町）
☎（392）6482

3 月 20 日
(日)

いのうえ小児科クリニック（竹鼻町）
☎（392）8808

たなかファミリー歯科（正木町）
☎（392）1158

3 月 21 日
( 月)

いのうえ整形外科（江吉良町）
☎（394）1355

棚橋歯科医院（竹鼻町）
☎（391）7231

3 月 27 日
(日)

岩佐医院（正木町）
☎（392）8888

戸田歯科医院（竹鼻町）
☎（391）8354

4 月 3 日
(日)

いわたクリニック（正木町）
☎（394）3017

花村歯科医院（福寿町）
☎（392）0554

父：日比野大樹さん　母：彩加さん　〔足近町〕

（
０
歳
11
カ
月
）

応募はコチラ 父：秋江憲治さん　母：史織さん　〔竹鼻町〕

（
１
歳
９
カ
月
）

３月 保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線 5305・5306）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 3 月 24 日( 木 ) 9：15 ～ 11：15

（受付）

離乳食教室
【① 5,6 カ月児 ② 7 ～ 11 カ月児】 3 月 10 日( 木 ) ① 9：30 ～（受付）

② 10：30 ～（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【元年 9 月・2 年 3 月生まれ】
3 月 17 日( 木 ) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 3 月 22 日( 火 ) 13：30 ～ 15：30

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所・予約先　保健センター（内線 5305・5306）

■人口 67,043 人（－ 572）・男 33,051 人・女 33,992 人
■世帯数 27,106 世帯（－ 22） 令和 4 年 2 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram
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ん

発行／羽島市役所　編集／市長室秘書広報課　〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55 ☎（392）1111

優ゆ

め芽
ち
ゃ
ん

　保健センターでは、手洗いや
自宅でできるミナモ体操など、
健康に関する啓発動画を作成
し、YouTube で公開していま
す。ぜひご視聴
ください。
　　羽島市公式
　　チャンネル


